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（３）本時の展開

学習内容 生徒の活動 教師の支援 評価の観点 留意点形態

授業準備 班毎に竹刀の準備をする 指示、手伝い ホワイトボード授

テレビ 台業 全 2

DVD前 過去録、

ランニング 体育委員の指示にしたがっ 巡回指導 健康状態の確認

準備体操 て 声を出して元気に行う 服装の確認、 。

素早く集合、整列をする 正座は 「左座導 、

（各クラス 列） 右起」ができて入 3

いるか。（ ）10 集合、整列、着座 出欠確認、健康把握

裸足になり、竹刀を持って

素早く集合、整列をする

（各クラス 列） 指示・号令をかける挨拶 3

正座、黙想、座礼を行う。

生徒全員に説明課

が伝わり、理解題 全判定基準を意識して基本判定試合を行う！
できているか設

判定基準を確認 ・判定基準を確認させ、基 ・説明、確認する ・判定基準が理解で定

３ 本動作の練習につなげる きているか（ ）

・立礼から蹲踞をし中段の ・巡回指導 ・前時の復習として 前後左右十分な◇素振り

構えになる。 ・状況を見て指示 進歩が見られ たか。 間隔がとれてい全

①上下素振り ・剣道部員、体育委員の号 るか確認

（１０本） 令で行う。 ・竹刀操作と足さば展

②前進後退正面打ち きとの関連を意識し開

（１０本） て、行おうとしてい①

③前進後退左右面打 るか（ ）７

（１０本）

班◇連続正面打ち ・班毎に面の連続打ち込み

を行う。

・前時の要領に従って基本判定試合を行う。４基本判定試合

個人試合

・自分の役割だけで（７人一組で行う） （判定基準） 班

はなく、積極的に・グループ毎に各試 ・左拳が正中線上にあり 額まで振りかぶっているか、 。

仕事を見つけ、試展 合場に移動し、試 ・打ったとき右手は肩の高さ、左手は水落の高さで、

合の運営に参加し合者、審判に分か 両腕が伸びているか。

ようとしている。開 れて基本判定試合 ・気剣体の一致の打突になっているか。

・ °で左右面を打っているか。② を行う。 45

・心と体を一体とし（ ）25 ・練習の生徒は、過 ・大きな発声が出ているか。

てとらえ、切り返去録、模範演技 D
し、打ち込みがでVDで確認・練習
きる。を行う。 （試合の進め方）

・７人１組で試合を行う。
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（試合者） （審判） （練習）

主 副 副

①１－２ ３・５・４ ６・７

②３－４ ５・６・７ １・２

③５－６ ７・１・２ ３・４

④７－１ ２・３・４ ５・６

⑤２－３ ４・５・６ ７・１

⑥４－５ ６・７・１ ２・３

⑦６－７ １・２・３ ４・５

きびきびとした

・基本判定試合の順番に従 ・試合の進行がばらつかない 行動で素早く移

って積極的に ように試合開始の合図と判 動させる。

定の合図を教師から一斉に

出す。

４組３班 ３組３班

○ 副審 ○ 副審

過去録主審 × 主審 ×

○ 副審 ○ 副審 ステレビ

テ

－

４組２班 ３組２班

○ 副審 ○ 副審 ジテレビ

DVD主審 × 主審 ×

○ 副審 ○ 副審

４組１班 ３組１班

○ 副審 ○ 副審

主審 × 主審 ×

○ 副審 ○ 副審

まとめは明確に整 集合 全

する。理 整理運動

・学習カード②で自己評価 ・本時のまとめをする しっかり話を聞（ ）５ 本時のまとめ 、

まとめをする。 く。整列、正座

きちんと挨拶行次時の予告

・座礼を行う ・生徒をしっかり見て座礼をす う。挨拶

る 安全に片付けて片付け

いるか。

（４）評価項目

①意欲的に技の練習、基本判定試合に参加することができたか

②協力しながら練習、試合することができたか

③基本判定試合の運営方法を理解することができたか
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＜授業の様子＞


